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原 著

幼児のう蝕発症リスクからみた母子間のう蝕リスク因子の関連性

高橋 優介 邵 仁浩 吉田 明弘 安細 敏弘
濱嵜 朋子 粟野 秀慈 竹原 直道

概要：出生後における，母親から子へのう蝕病原性細菌の伝播に関する研究は数多く行われてきた．しかし，母子間の
う蝕リスク因子についての関係はほとんど報告されていない．そこで，今回われわれは幼稚園児とその母親について，個々
のう蝕リスク因子における母子間の関係，および子のう蝕リスクに関係する母親のう蝕リスク因子について検討を加えた．
北九州市内の某幼稚園の協力のもと，幼稚園児とその母親を対象として口腔内診査を行った．口腔内診査を行う前に質
問票調査を行い，口腔内環境に影響を及ぼす生活習慣の情報を収集し，口腔内診査により歯式，プラークスコアなどを診
査した．また，唾液を採取し唾液量，唾液 pH，およびう蝕菌比率などを調べ，これらのデータについて解析を行った．
母子について質問票調査項目および口腔内診査から得られた情報について解析した結果，カリエスリスク因子において
母子間で，DMFT（dft），う蝕菌比率およびカリエスリスクスコアにおいて関連がみられた．さらに，重回帰分析により母
親のう蝕菌比率が，子のカリエスリスクスコアに影響を及ぼす因子であった．本結果から母子間のう蝕リスク因子の関連
が示唆された．
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緒 言

う蝕発症には，ミュータンスレンサ球菌の口腔内への
感染が大きく関与していると考えられており，近年う蝕
はミュータンスレンサ球菌による感染症としてとらえら
れ，ミュータンスレンサ球菌の伝播に関しては，母親を
中心とする主な養育者からとする報告が多くなされてい
る1―3）．
しかし，ミュータンスレンサ球菌が検出されることが，

必ずしもう蝕発症を意味するわけではなく，その発症に
は多くの要因が複雑に関与している．現在では，口腔内
の清掃状態や唾液量，生活習慣など多岐にわたる因子を
う蝕リスク因子としてこれらを客観的に評価し，個人の
リスクに応じて対処することがう蝕予防の重要なポイン
トと考えられている4―6）．熊谷らは，う蝕リスク因子を 8
項目選定し，これらをレーダーチャート上でビジュアル
化するというシステムを構築するとともに，個人のう蝕
に対する抵抗力を上回らない程度に，改善しやすい要因
をコントロールできればう蝕発症を抑制することができ

ることを報告している7）．また，阿部らは，2歳 6か月児
のう蝕発症と関連要因の追跡調査を行い，う蝕発症は，
1歳時および 1歳 6か月時におけるほ乳瓶による含糖飲
料の摂取などの育児習慣と有意な関連を示すことを報告
している8）．
このようにう蝕発症の 1つの要因であるミュータンス

レンサ球菌の伝播に関して，主な養育者からとする報告
や，う蝕発症とリスク因子との関連についての報告がな
されている中で，う蝕を多因子疾患としてとらえた立場
から母子間のう蝕リスク因子に関する相互関係について
の報告はほとんどみあたらない．う蝕発症がミュータン
スレンサ球菌の感染のみならず，口腔内の清掃状態や生
活習慣などに深くかかわり，とりわけ，乳幼児期の生活
習慣は家族との共通項目が多く，特に母親は主な養育者
と考えられることから，母子間においてう蝕リスク因子
に何らかの関係が存在するものと考えられる．
そこでわれわれは，子のう蝕リスク因子に影響を与え

る母親のリスク因子をコントロールすることにより，子
のう蝕発症のリスクを軽減し，結果として子のう蝕発症
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